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天界新知識 237一
　　　　　　　　　　　　　南阿の亘人インネス氏逝く
　去る3月13日，．英領南アフリカの天文家R．T．　A．　Inves氏が急死した．（し天界「第
5巻第55號第292頁の記事を貝、られよ）・
　インネス氏は1862年エデンバラ市で生れ，ダブリン市で育つた人であって，ユ879年
17歳の時にローヤル天田學會の會員となった．若い頃，濠洲シドニ1市に住んでみた
頃，天丈學に興味を有ち，二重星襯測を志し，敷真後，物質的杜會的め多くの犠牲を
沸って，ケ1プ天陰森長Sir　David博士の助手となった・ケープではし7吋■及びL18吋「
の爾機で二重星を証左し，叉，ケ1プ盛儀調査を繧継した．第19世紀末南阿のボ｝ア
戦箏が終って，學術勃興の機運が近づ）・た時，インネス氏はトランスプ1ルに一新天
文塁の設立を唱へ，途に1903年ジヨノ・ネスバiグにユ昌オン天文壼を創設し，先づL9
吋可の望蓮鏡で観測を始めたが，1909年，政府に頼んで，26吋1の大赤道儀を購入する許
可を得た．之れがために前後16年間曰えず奔走し，1925年4月に途に据え付けられた
が，其の後僅々2年9ケ刀にして氏は66歳となり，定年退職した．
　インネス氏は若い頃から天丈の多方面に興味を有ち，持に天雷防毒や計算術に長じ
てみたが7ヌ，，二重星には早くから趣味深く，シド昌1ではし6吋「機で26個の新二重星
を側見したことを手始めに，其の後漸次増して，途に登見総数ユ200に達した・氏が
αCentanri．ｯの近くに，其れよりも近距離の星としてProximaを登除したのは有名
なことである・氏は多、の友人に愛せられ，軍純，眞摯な紳士であった・
　　　　　　　　　　流星が無線電波傳播に及ぼす電離作用
　最近，高周波工學に幽棲してみる各国の電氣學者が，無線電波の傳播は主として流
星がKennely－Heviside層の電離作用を起すものである事を指適して，研究されてるる
のは興味ある問題であるが，この問題の資料の主要丁丁として次の事柄が考へられて
るる．
　肉眼的流星乃至望遠鏡的流星に依って精細に調べてみると，80粁以上の塵は電離し
ており，90粁と200～300粁の慮に電離度極大の麗があり，之等の高さは季節や時刻に
より骨化はあるが，之等はK－H暦の性質とよく一致してみる．叉流星スペク1・ルに
より，流星の光は空耳及び流星物質の蒸聾した氣騰が電離作用を起してみる事が考へ
られる・ヌ理論的方面からは流星が逓過する時，その蓮動のエネルギ1の内，空覚の
電離に用ひられるのが98％で，流星及び周園の空転を温めるのに用ひられるは2％に
過ぎない・
　叉C・C・Tr・wbridgeによれば，流星蓮過の跡には園筒状の登臨氣膿が漏るが其の
縫績時間は30分以上，其の直径は数粁に達する事がある・雫均高も87旧位で，K41層
のE層は流星によって出鈍ると考へられる根擦充分である・次に各流星に依って生ず
る電離密度を計算してみると10fi／cm3となり，無線の資料から求めた最大密度と一致す
る．衙上空電離の原因として，太陽．月及び星の紫外線，宇宙線及び流星等が考へらオV
るが，之等から地上へ到達するエネルギ1は
太陽からの紫外線　28．35ergs／cm2／S　流星zF常日の午前（李均＞o・ooo24　cr9／cm21S
月（二刀）　，，　　　0・000044　，，　　．　同　上午後，，　0・00012　　，，
星”O・014　流星群襲來午前2・4迄宇宙線0・00031　之等の勢力は全部K－H層の電離作用には與らないが，唯流星のエネルギー攣換が50
粁以上の塵で行はれるから電離能率100％で，流星群襲來の時は著しv・電離作用が行は
れ，屡々磁氣嵐や極光が．現れ，流星のエネルギ1がK．一H暦の電離作用に大）・に輿って
みる事は明かである〔r・R・E・Dec・Ig32〕（高城）
